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 	事業利益（=営業利益+受取利息・受取配当金+持分法投資損益）/総資産
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2018年度中間連結業績ハイライト

東京本社　〒105-8449　東京都港区芝浦1-2-1 シーバンスN館
宇部本社　〒755-8633　山口県宇部市大字小串1978-96

環境に配慮したFSC®認証紙と植物油インキを使用しています。
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

※本ビジネスレポートに記載されている事項には、将来についての計画や予想に関する記述が含ま
れています。実際の業績は当社の予想と大きく異なることがありますことをご承知おきください。

会社情報・株式情報

会社概要 （2018年9月30日現在）

役員 （2018年9月30日現在）

設立 1942（昭和17）年3月
資本金 58,434百万円
従業員数 3,481人 （連結 11,016人）
連結対象会社 95社

（連結子会社71社、持分法適用会社24社）

IRカレンダー（2018年12月～2019年11月）

4月

9月

3月

10月

5月

第2四半期第3四半期

第4四半期 第1四半期

8月

2月

11月

6月

7月

1月

12月

   11月上旬
▌第2四半期決算発表

   11月28日
▌ビジネス
   レポート
   VOL.12 発行

   6月下旬
▌定時株主総会開催
▌ビジネスレポート
   VOL.13 発行

   
   8月中旬
▌統合報告書 発行

   7月下旬 
▌第1四半期決算発表

   2月上旬
▌第3四半期決算発表

   5月中旬
▌通期決算発表

当社WEBサイトでは、株主の皆様のお役にた
てるよう、製品情報やニュースリリース、​​ 
決算情報など、様々な会社情報を掲載して 
おります。ぜひご覧ください。

WEBサイトアドレス
http://www.ube.co.jp

当社WEBサイトのご案内

宇部興産 検 索

投資家情報（企業・IR 投資家情報）

トップページ

クリック！ クリック！

各種製品情報 投資家情報（個人投資家の皆様へ）

*	自己資本利益率（ROE）=
 	親会社株主に帰属する当期純利益 / 自己資本

長門峡（山口市）

2018年4月1日 ▶ 2018年9月30日

ビジネスレポート Vol. 12

証券コード 4208
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裏表紙 会社情報・株式情報

技術の翼と革新の心。
Wings of technology and spirit of innovation.
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株主メモ

　市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお
手続きで必要となります。
　このため、株主様からお取引の証券会社等へマイナンバーのお
届出をお願いいたします。

株式に関する「マイナンバー制度」のご案内

お手続きの内容
証券会社の口座を
開設されている株主様
のお問い合わせ先

証券会社の口座を
開設されていない

株主様のお問い合わせ先
単元未満株式の買取・買増

お取引先の証券会社
三菱UFJ信託銀行
株式会社 証券代行部

住所・氏名などの変更
株式の口座振替請求
配当金受取り方法の指定
未払配当金のお支払 三菱UFJ信託銀行

株式会社 証券代行部その他株式事務について

株式に関するお手続きについて

事業年度 毎年4月1日より翌年3月31日まで
定時株主総会
開催時期 毎年6月下旬開催

基準日　 定時株主総会　3月31日 	 期 末 配 当　3月31日 
	 中 間 配 当　9月30日

公告の方法 電子公告（http://www.ube.co.jp）
株主名簿管理人
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（同連絡先） 郵送先　〒137- 8081　東京都府中市日鋼町1-1
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
 0120-232-711（通話料無料）

マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ先
証券口座にて株式を管理されている株主様
お取引の証券会社
証券会社とのお取引がない株主様
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部　
フリーダイヤル 0120-232-711
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トップメッセージ

代表取締役社長

山本　謙

ビジネスレポートをお届けするにあたり、一言ご挨拶
申し上げます。
当社グループは2016年度からスタートした3ヵ年の

中期経営計画「Change＆Challenge2018」の最終年度
を迎え、「化学部門の復活とさらなる成長」を大命題に、
将来の成長に向けた事業構造改革として事業ポート
フォリオ経営を推進しています。
当中間期においては、売上高は、原料価格高騰に

応じた化学製品を中心とした販売価格の上昇および堅調
な国内需要を背景とした機械製品等の出荷増により増
加しましたが、営業利益は、石炭市況の上昇やアン
モニア工場の定期修理および生産トラブル、さらに合
成ゴム市況の軟化等の影響を受けました。営業外収益
は、持分法適用関連会社の事業統合の影響等により
増加しました。

この結果、当中間期における当社グループの連結業績は、増収減益となりました。
なお、今後の経済情勢につきましては、国内は緩やかな回復基調が期待されるものの、米国の保護主義姿勢
の強まりを受け、海外情勢は不透明な事業環境が続くことが見込まれます。
こうした情勢を踏まえ、株主の皆様には誠に申し訳なく存じますが、中間配当は見送らせていただきたく、
なにとぞご了承賜りますようお願い申し上げます。
なお、期末配当につきましては、前期と同水準の1株当たり75円とさせていただく予定です。
当社グループは、長い時間軸で事業を捉えていくことにより、「顧客に価値を創出し続ける企業」として、
持続的成長を遂げてまいります。また、公正な企業活動や社会的責任を果たすための活動を推進し、社会と
の共生を目指し、株主や資本市場をはじめ、顧客・取引先・社員・地域社会等、すべてのステークホルダ
ーからの信認を深めてまいります。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

UBEグループは「共存同栄」「有
限の鉱業から無限の工業へ」
という経営理念を踏まえ、右記の
グループビジョンを掲げ、化学を
中心とした独自技術で未来の価値
を創造しています。

フロンティアスピリットを胸に、
無限の技術で世界と共生するUBEグループは、

モノづくりを通して、次代の価値を創造し続けます。

技術の翼と革新の心。
世界にはばたく私たちのDNAです。

UBEグループビジョン経営理念

Topics

2018年度 上半期トピックス一覧

「個人株主様向け工場見学会」募集のお知らせ

宇部興産建材株式会社が
新体制でスタート

ABS樹脂事業の新会社
「テクノUMG株式会社」が発足

木質バイオマス炭化燃料
（UBEトレファイドペレット）実証設備の建設を発表

マクセルホールディングス株式会社と
リチウムイオン二次電池用セパレータ事業の再編統合で基本合意

2018 4月 【 建 設 】 宇部興産建材株式会社が建材事業を統合した新体制でスタート
………

4月 【 化 学 】 ABS樹脂事業の新会社「テクノUMG株式会社」が発足………
4月 【 化 学 】 当社とJA全農が共同で設立した「日本硫安サービス合同会社」の設備

竣工式を開催
4月 【エネ環】 木質バイオマス炭化燃料（UBEトレファイドペレット）実証設備の建設

を発表………
5月 【 全 社 】 ソフトテニス部とバドミントン部が山口県トップスポーツクラブに

指定
6月 【 化 学 】 スペイン拠点でカプロラクタム生産50周年記念式典を開催
7月 【 化 学 】 マクセルホールディングス株式会社とリチウムイオン二次電池用セパ

レータ事業の再編統合で基本合意………
8月 【 全 社 】 UBEグループ初の統合報告書「統合報告書2018」を発行
9月 【 全 社 】「第6回みどりの社会貢献賞」を受賞
9月 【 医 薬 】 緑内障・高眼圧症治療剤「エイベリス点眼液 0.002%」の製造販売承

認を取得
9月 【 化 学 】 リチウムイオン二次電池用セパレータ設備の増強を発表

【概要】

▪参 加 費　無料（集合・解散場所までの往復交通費、宿泊費等は株主様のご負担とさせて
いただきます）

▪応募方法　同封の「参加申込書」はがきに必要事項をご記入のうえ、ご返送ください
▪申込締切日　2018年12月17日（月）〔当日消印有効〕

11:45（集合）
ANAクラウンプラザホテル宇部

（2階 弥生の間）

12:00～13:00
◦見学スケジュールのご案内
◦昼食

13:00～15:15
伊佐セメント工場

15:15～16:15
宇部興産機械㈱

16:15～16:45
コールセンター（貯炭場）

17:00（解散）
ANAクラウンプラザホテル宇部 2

3

4

1

当社とJSR㈱および三菱ケミカル㈱の三社は、JSR㈱の完全子会社で
あるテクノポリマー㈱と、当社と三菱ケミカル㈱がそれぞれ50％ずつ
出資するUMG ABS㈱を経営統合し、新たにテクノUMG㈱を設立しま
した。テクノUMG㈱は、今後もさらに厳しさを増す国内外のABS樹脂
事業を取り巻く環境下において、国内への安定供給と海外での拡販の
ため、オペレーションを最適化し、製造効率とコスト競争力を確保
してまいります。

当社の建材事業を移管・統合した宇部興産建材㈱が、新体制でスタート
しました。この事業統合に伴い、宇部興産建材㈱は、UBEグループに
おける建材事業の中核会社として、建材事業に係わる経営資源の最適
配分を図りながら、グループ・シナジーの最大化を目指します。また、
新体制のもとで、当社と宇部興産建材㈱それぞれがこれまで培ってきた、
製品の技術力・製品ごとの個別のニーズに合わせる提案力を活かし、
お客様のご期待に沿える製品とサービスを提供してまいります。

木質バイオマスの利用を推進するため、石炭火力発電所において混焼可能な木質バイオ
マス炭化燃料を開発し、実証設備を建設することを決定しました。環境負荷低減に
貢献する木質バイオマス炭化燃料の商品化に加え、使用に際して追加投資を伴わない
石炭との混合保管・輸送・粉砕・混焼事業モデルの実証を目的としています。当社は
サプライチェーン全体で温室効果ガス削減に努めるとともに、環境負荷低減に貢献
する技術・製品の創出・拡大をより一層推進してまいります。

当社とマクセルホールディングス㈱は、セパレータ事業の更なる拡大・発展と競争力強化の
ため、事業の再編統合に基本合意しました。当社のセパレータ事業を両社の合弁会社で
ある宇部マクセル㈱に移管するとともに、塗布製造とその研究開発を担う合弁会社「宇部
マクセル京都㈱」を新たに設立します。さらに、当社とマクセルホールディングス㈱は上記
二社に役員を派遣し、経営方針や戦略等を協議しながら、一丸となってセパレータ事業の
強化・拡大に取り組んでまいります。

1

2

3

4

宇部興産建材㈱のWebサイト

テクノUMG㈱のWebサイト

UBEトレファイドペレット

宇部マクセル㈱の塗布型セパレータ

※興産大橋を通る全長32kmの宇部興産
専用道路を走行します（往復約90分）

＊見学会の様子等を当社のWEBサイトや社内報等に掲載させて頂く予定ですので予めご了承ください
＊抽選結果は、ご応募いただいた株主様全員に郵送にてお知らせいたします（2月上旬発送予定）
＊詳細は同封の「個人株主様向け工場見学会のご案内」をご覧ください

▪開催日時　2019年3月8日（金）11:45～17:00（予定）
▪集合場所　ANAクラウンプラザホテル宇部（2階 弥生の間）
▪募集人数　40名
▪応募条件　2018年9月末時点で、当社株式を単元株（100株）以上お持ちの株主様
▪見学スケジュール（予定）

321
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トップメッセージ

代表取締役社長

山本　謙

ビジネスレポートをお届けするにあたり、一言ご挨拶
申し上げます。
当社グループは2016年度からスタートした3ヵ年の

中期経営計画「Change＆Challenge2018」の最終年度
を迎え、「化学部門の復活とさらなる成長」を大命題に、
将来の成長に向けた事業構造改革として事業ポート
フォリオ経営を推進しています。
当中間期においては、売上高は、原料価格高騰に

応じた化学製品を中心とした販売価格の上昇および堅調
な国内需要を背景とした機械製品等の出荷増により増
加しましたが、営業利益は、石炭市況の上昇やアン
モニア工場の定期修理および生産トラブル、さらに合
成ゴム市況の軟化等の影響を受けました。営業外収益
は、持分法適用関連会社の事業統合の影響等により
増加しました。

この結果、当中間期における当社グループの連結業績は、増収減益となりました。
なお、今後の経済情勢につきましては、国内は緩やかな回復基調が期待されるものの、米国の保護主義姿勢

の強まりを受け、海外情勢は不透明な事業環境が続くことが見込まれます。
こうした情勢を踏まえ、株主の皆様には誠に申し訳なく存じますが、中間配当は見送らせていただきたく、

なにとぞご了承賜りますようお願い申し上げます。
なお、期末配当につきましては、前期と同水準の1株当たり75円とさせていただく予定です。
当社グループは、長い時間軸で事業を捉えていくことにより、「顧客に価値を創出し続ける企業」として、

持続的成長を遂げてまいります。また、公正な企業活動や社会的責任を果たすための活動を推進し、社会と
の共生を目指し、株主や資本市場をはじめ、顧客・取引先・社員・地域社会等、すべてのステークホルダ
ーからの信認を深めてまいります。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

UBEグループは「共存同栄」「有
限の鉱業から無限の工業へ」
という経営理念を踏まえ、右記の
グループビジョンを掲げ、化学を
中心とした独自技術で未来の価値
を創造しています。

フロンティアスピリットを胸に、
無限の技術で世界と共生するUBEグループは、

モノづくりを通して、次代の価値を創造し続けます。

技術の翼と革新の心。
世界にはばたく私たちのDNAです。

UBEグループビジョン経営理念

Topics

2018年度 上半期トピックス一覧

「個人株主様向け工場見学会」募集のお知らせ

宇部興産建材株式会社が
新体制でスタート

ABS樹脂事業の新会社
「テクノUMG株式会社」が発足

木質バイオマス炭化燃料
（UBEトレファイドペレット）実証設備の建設を発表

マクセルホールディングス株式会社と
リチウムイオン二次電池用セパレータ事業の再編統合で基本合意

2018 4月 【 建 設 】 宇部興産建材株式会社が建材事業を統合した新体制でスタート
………

4月 【 化 学 】 ABS樹脂事業の新会社「テクノUMG株式会社」が発足………
4月 【 化 学 】 当社とJA全農が共同で設立した「日本硫安サービス合同会社」の設備

竣工式を開催
4月 【エネ環】 木質バイオマス炭化燃料（UBEトレファイドペレット）実証設備の建設

を発表………
5月 【 全 社 】 ソフトテニス部とバドミントン部が山口県トップスポーツクラブに

指定
6月 【 化 学 】 スペイン拠点でカプロラクタム生産50周年記念式典を開催
7月 【 化 学 】 マクセルホールディングス株式会社とリチウムイオン二次電池用セパ

レータ事業の再編統合で基本合意………
8月 【 全 社 】 UBEグループ初の統合報告書「統合報告書2018」を発行
9月 【 全 社 】「第6回みどりの社会貢献賞」を受賞
9月 【 医 薬 】 緑内障・高眼圧症治療剤「エイベリス点眼液 0.002%」の製造販売承

認を取得
9月 【 化 学 】 リチウムイオン二次電池用セパレータ設備の増強を発表

【概要】

▪参 加 費　無料（集合・解散場所までの往復交通費、宿泊費等は株主様のご負担とさせて
いただきます）

▪応募方法　同封の「参加申込書」はがきに必要事項をご記入のうえ、ご返送ください
▪申込締切日　2018年12月17日（月）〔当日消印有効〕

11:45（集合）
ANAクラウンプラザホテル宇部

（2階 弥生の間）

12:00～13:00
◦見学スケジュールのご案内
◦昼食

13:00～15:15
伊佐セメント工場

15:15～16:15
宇部興産機械㈱

16:15～16:45
コールセンター（貯炭場）

17:00（解散）
ANAクラウンプラザホテル宇部 2

3

4

1

当社とJSR㈱および三菱ケミカル㈱の三社は、JSR㈱の完全子会社で
あるテクノポリマー㈱と、当社と三菱ケミカル㈱がそれぞれ50％ずつ
出資するUMG ABS㈱を経営統合し、新たにテクノUMG㈱を設立しま
した。テクノUMG㈱は、今後もさらに厳しさを増す国内外のABS樹脂
事業を取り巻く環境下において、国内への安定供給と海外での拡販の
ため、オペレーションを最適化し、製造効率とコスト競争力を確保
してまいります。

当社の建材事業を移管・統合した宇部興産建材㈱が、新体制でスタート
しました。この事業統合に伴い、宇部興産建材㈱は、UBEグループに
おける建材事業の中核会社として、建材事業に係わる経営資源の最適
配分を図りながら、グループ・シナジーの最大化を目指します。また、
新体制のもとで、当社と宇部興産建材㈱それぞれがこれまで培ってきた、
製品の技術力・製品ごとの個別のニーズに合わせる提案力を活かし、
お客様のご期待に沿える製品とサービスを提供してまいります。

木質バイオマスの利用を推進するため、石炭火力発電所において混焼可能な木質バイオ
マス炭化燃料を開発し、実証設備を建設することを決定しました。環境負荷低減に
貢献する木質バイオマス炭化燃料の商品化に加え、使用に際して追加投資を伴わない
石炭との混合保管・輸送・粉砕・混焼事業モデルの実証を目的としています。当社は
サプライチェーン全体で温室効果ガス削減に努めるとともに、環境負荷低減に貢献
する技術・製品の創出・拡大をより一層推進してまいります。

当社とマクセルホールディングス㈱は、セパレータ事業の更なる拡大・発展と競争力強化の
ため、事業の再編統合に基本合意しました。当社のセパレータ事業を両社の合弁会社で
ある宇部マクセル㈱に移管するとともに、塗布製造とその研究開発を担う合弁会社「宇部
マクセル京都㈱」を新たに設立します。さらに、当社とマクセルホールディングス㈱は上記
二社に役員を派遣し、経営方針や戦略等を協議しながら、一丸となってセパレータ事業の
強化・拡大に取り組んでまいります。

1

2

3

4

宇部興産建材㈱のWebサイト

テクノUMG㈱のWebサイト

UBEトレファイドペレット

宇部マクセル㈱の塗布型セパレータ

※興産大橋を通る全長32kmの宇部興産
専用道路を走行します（往復約90分）

＊見学会の様子等を当社のWEBサイトや社内報等に掲載させて頂く予定ですので予めご了承ください
＊抽選結果は、ご応募いただいた株主様全員に郵送にてお知らせいたします（2月上旬発送予定）
＊詳細は同封の「個人株主様向け工場見学会のご案内」をご覧ください

▪開催日時　2019年3月8日（金）11:45～17:00（予定）
▪集合場所　ANAクラウンプラザホテル宇部（2階 弥生の間）
▪募集人数　40名
▪応募条件　2018年9月末時点で、当社株式を単元株（100株）以上お持ちの株主様
▪見学スケジュール（予定）
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トップメッセージ

代表取締役社長

山本　謙

ビジネスレポートをお届けするにあたり、一言ご挨拶
申し上げます。
当社グループは2016年度からスタートした3ヵ年の
中期経営計画「Change＆Challenge2018」の最終年度
を迎え、「化学部門の復活とさらなる成長」を大命題に、
将来の成長に向けた事業構造改革として事業ポート
フォリオ経営を推進しています。
当中間期においては、売上高は、原料価格高騰に
応じた化学製品を中心とした販売価格の上昇および堅調
な国内需要を背景とした機械製品等の出荷増により増
加しましたが、営業利益は、石炭市況の上昇やアン
モニア工場の定期修理および生産トラブル、さらに合
成ゴム市況の軟化等の影響を受けました。営業外収益
は、持分法適用関連会社の事業統合の影響等により
増加しました。

この結果、当中間期における当社グループの連結業績は、増収減益となりました。
なお、今後の経済情勢につきましては、国内は緩やかな回復基調が期待されるものの、米国の保護主義姿勢
の強まりを受け、海外情勢は不透明な事業環境が続くことが見込まれます。
こうした情勢を踏まえ、株主の皆様には誠に申し訳なく存じますが、中間配当は見送らせていただきたく、
なにとぞご了承賜りますようお願い申し上げます。
なお、期末配当につきましては、前期と同水準の1株当たり75円とさせていただく予定です。
当社グループは、長い時間軸で事業を捉えていくことにより、「顧客に価値を創出し続ける企業」として、
持続的成長を遂げてまいります。また、公正な企業活動や社会的責任を果たすための活動を推進し、社会と
の共生を目指し、株主や資本市場をはじめ、顧客・取引先・社員・地域社会等、すべてのステークホルダ
ーからの信認を深めてまいります。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

UBEグループは「共存同栄」「有
限の鉱業から無限の工業へ」
という経営理念を踏まえ、右記の
グループビジョンを掲げ、化学を
中心とした独自技術で未来の価値
を創造しています。

フロンティアスピリットを胸に、
無限の技術で世界と共生するUBEグループは、

モノづくりを通して、次代の価値を創造し続けます。

技術の翼と革新の心。
世界にはばたく私たちのDNAです。

UBEグループビジョン経営理念

Topics

2018年度 上半期トピックス一覧

「個人株主様向け工場見学会」募集のお知らせ

宇部興産建材株式会社が
新体制でスタート

ABS樹脂事業の新会社
「テクノUMG株式会社」が発足

木質バイオマス炭化燃料
（UBEトレファイドペレット）実証設備の建設を発表

マクセルホールディングス株式会社と
リチウムイオン二次電池用セパレータ事業の再編統合で基本合意

2018 4月 【 建 設 】 宇部興産建材株式会社が建材事業を統合した新体制でスタート
………

4月 【 化 学 】 ABS樹脂事業の新会社「テクノUMG株式会社」が発足………
4月 【 化 学 】 当社とJA全農が共同で設立した「日本硫安サービス合同会社」の設備

竣工式を開催
4月 【エネ環】 木質バイオマス炭化燃料（UBEトレファイドペレット）実証設備の建設

を発表………
5月 【 全 社 】 ソフトテニス部とバドミントン部が山口県トップスポーツクラブに

指定
6月 【 化 学 】 スペイン拠点でカプロラクタム生産50周年記念式典を開催
7月 【 化 学 】 マクセルホールディングス株式会社とリチウムイオン二次電池用セパ

レータ事業の再編統合で基本合意………
8月 【 全 社 】 UBEグループ初の統合報告書「統合報告書2018」を発行
9月 【 全 社 】「第6回みどりの社会貢献賞」を受賞
9月 【 医 薬 】 緑内障・高眼圧症治療剤「エイベリス点眼液 0.002%」の製造販売承

認を取得
9月 【 化 学 】 リチウムイオン二次電池用セパレータ設備の増強を発表

【概要】

▪参 加 費　無料（集合・解散場所までの往復交通費、宿泊費等は株主様のご負担とさせて
いただきます）

▪応募方法　同封の「参加申込書」はがきに必要事項をご記入のうえ、ご返送ください
▪申込締切日　2018年12月17日（月）〔当日消印有効〕

11:45（集合）
ANAクラウンプラザホテル宇部

（2階 弥生の間）

12:00～13:00
◦見学スケジュールのご案内
◦昼食

13:00～15:15
伊佐セメント工場

15:15～16:15
宇部興産機械㈱

16:15～16:45
コールセンター（貯炭場）

17:00（解散）
ANAクラウンプラザホテル宇部 2

3

4

1

当社とJSR㈱および三菱ケミカル㈱の三社は、JSR㈱の完全子会社で
あるテクノポリマー㈱と、当社と三菱ケミカル㈱がそれぞれ50％ずつ
出資するUMG ABS㈱を経営統合し、新たにテクノUMG㈱を設立しま
した。テクノUMG㈱は、今後もさらに厳しさを増す国内外のABS樹脂
事業を取り巻く環境下において、国内への安定供給と海外での拡販の
ため、オペレーションを最適化し、製造効率とコスト競争力を確保
してまいります。

当社の建材事業を移管・統合した宇部興産建材㈱が、新体制でスタート
しました。この事業統合に伴い、宇部興産建材㈱は、UBEグループに
おける建材事業の中核会社として、建材事業に係わる経営資源の最適
配分を図りながら、グループ・シナジーの最大化を目指します。また、
新体制のもとで、当社と宇部興産建材㈱それぞれがこれまで培ってきた、
製品の技術力・製品ごとの個別のニーズに合わせる提案力を活かし、
お客様のご期待に沿える製品とサービスを提供してまいります。

木質バイオマスの利用を推進するため、石炭火力発電所において混焼可能な木質バイオ
マス炭化燃料を開発し、実証設備を建設することを決定しました。環境負荷低減に
貢献する木質バイオマス炭化燃料の商品化に加え、使用に際して追加投資を伴わない
石炭との混合保管・輸送・粉砕・混焼事業モデルの実証を目的としています。当社は
サプライチェーン全体で温室効果ガス削減に努めるとともに、環境負荷低減に貢献
する技術・製品の創出・拡大をより一層推進してまいります。

当社とマクセルホールディングス㈱は、セパレータ事業の更なる拡大・発展と競争力強化の
ため、事業の再編統合に基本合意しました。当社のセパレータ事業を両社の合弁会社で
ある宇部マクセル㈱に移管するとともに、塗布製造とその研究開発を担う合弁会社「宇部
マクセル京都㈱」を新たに設立します。さらに、当社とマクセルホールディングス㈱は上記
二社に役員を派遣し、経営方針や戦略等を協議しながら、一丸となってセパレータ事業の
強化・拡大に取り組んでまいります。
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宇部興産建材㈱のWebサイト

テクノUMG㈱のWebサイト

UBEトレファイドペレット

宇部マクセル㈱の塗布型セパレータ

※興産大橋を通る全長32kmの宇部興産
専用道路を走行します（往復約90分）

＊見学会の様子等を当社のWEBサイトや社内報等に掲載させて頂く予定ですので予めご了承ください
＊抽選結果は、ご応募いただいた株主様全員に郵送にてお知らせいたします（2月上旬発送予定）
＊詳細は同封の「個人株主様向け工場見学会のご案内」をご覧ください

▪開催日時　2019年3月8日（金）11:45～17:00（予定）
▪集合場所　ANAクラウンプラザホテル宇部（2階 弥生の間）
▪募集人数　40名
▪応募条件　2018年9月末時点で、当社株式を単元株（100株）以上お持ちの株主様
▪見学スケジュール（予定）
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 	事業利益（=営業利益+受取利息・受取配当金+持分法投資損益）/総資産

*	自己資本比率 =
 	自己資本（=純資産‒新株予約権‒非支配株主持分）/ 総資産

*	D/Eレシオ =
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2018年度中間連結業績ハイライト

東京本社　〒105-8449　東京都港区芝浦1-2-1 シーバンスN館
宇部本社　〒755-8633　山口県宇部市大字小串1978-96

環境に配慮したFSC®認証紙と植物油インキを使用しています。
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

※本ビジネスレポートに記載されている事項には、将来についての計画や予想に関する記述が含ま
れています。実際の業績は当社の予想と大きく異なることがありますことをご承知おきください。

会社情報・株式情報

会社概要 （2018年9月30日現在）

役員 （2018年9月30日現在）

設立 1942（昭和17）年3月
資本金 58,434百万円
従業員数 3,481人 （連結 11,016人）
連結対象会社 95社

（連結子会社71社、持分法適用会社24社）

IRカレンダー（2018年12月～2019年11月）

4月

9月

3月

10月

5月

第2四半期第3四半期

第4四半期 第1四半期

8月

2月

11月

6月

7月

1月

12月

   11月上旬
▌第2四半期決算発表

   11月28日
▌ビジネス
   レポート
   VOL.12 発行

   6月下旬
▌定時株主総会開催
▌ビジネスレポート
   VOL.13 発行

   
   8月中旬
▌統合報告書 発行

   7月下旬 
▌第1四半期決算発表

   2月上旬
▌第3四半期決算発表

   5月中旬
▌通期決算発表

当社WEBサイトでは、株主の皆様のお役にた
てるよう、製品情報やニュースリリース、​​ 
決算情報など、様々な会社情報を掲載して 
おります。ぜひご覧ください。

WEBサイトアドレス
http://www.ube.co.jp

当社WEBサイトのご案内

宇部興産 検 索

投資家情報（企業・IR 投資家情報）

トップページ

クリック！ クリック！

各種製品情報 投資家情報（個人投資家の皆様へ）

*	自己資本利益率（ROE）=
 	親会社株主に帰属する当期純利益 / 自己資本

長門峡（山口市）

2018年4月1日 ▶ 2018年9月30日
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株主メモ

　市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお
手続きで必要となります。
　このため、株主様からお取引の証券会社等へマイナンバーのお
届出をお願いいたします。

株式に関する「マイナンバー制度」のご案内

お手続きの内容
証券会社の口座を
開設されている株主様
のお問い合わせ先

証券会社の口座を
開設されていない

株主様のお問い合わせ先
単元未満株式の買取・買増

お取引先の証券会社
三菱UFJ信託銀行
株式会社 証券代行部

住所・氏名などの変更
株式の口座振替請求
配当金受取り方法の指定
未払配当金のお支払 三菱UFJ信託銀行

株式会社 証券代行部その他株式事務について

株式に関するお手続きについて

事業年度 毎年4月1日より翌年3月31日まで
定時株主総会
開催時期 毎年6月下旬開催

基準日　 定時株主総会　3月31日 	 期 末 配 当　3月31日 
	 中 間 配 当　9月30日

公告の方法 電子公告（http://www.ube.co.jp）
株主名簿管理人
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（同連絡先） 郵送先　〒137- 8081　東京都府中市日鋼町1-1
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
 0120-232-711（通話料無料）

マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ先
証券口座にて株式を管理されている株主様
お取引の証券会社
証券会社とのお取引がない株主様
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部　
フリーダイヤル 0120-232-711
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